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「新成人のつどい」開催

　１月１２日（日）、あかねホールにおいて新成人のつどいが開催され、今年は１１名の新成人が出席しました。
家族が見守る中１人ずつ名前を呼ばれると、男性はスーツ、女性は振袖姿でやや緊張した面持ちで入場し、
プログラムの最後にはひとりひとり成人としての抱負を発表していました。また、幼稚園から中学校までの
思い出の写真がスライドショーとして流され、出席者は懐かしい写真に見入っていました。式典には町の観
光大使である臼子ねぇさんも駆けつけ、新成人を祝福していました。



３
ゴミは、分別して出しましょう!!
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出　初　式

　１月７日（火）、浦臼町役場前において消防出初式が行われました。
　この出初式は、年頭にあたり無火災・ 無災害を祈念すると共に、地域住民の防火思想の普及徹底と
近代消防の確立を期することを目的としています。 　
　分列式終了後には、あかねホールにおいて永年の消防功績を称えた表彰式が行われ、中には２５年に
わたり地域の消防に貢献された方もおり、受賞者は厳格な雰囲気の中、表彰を受けていました。

消防出初式表彰受賞者

令和２年　町内会長

1
2
3
1
2
3
3－2
4
5
6
7
8
1
2
3

折　坂　義　一
笠　野　聖　史
土　肥　雅　彦
石　橋　和　博
大　平　英　祐
横　井　正　樹
川　畑　隆　幸
塚　本　秀　夫
奥　田　　　弘
上　嶋　幸　憲
曽　根　　　豊
片　山　　　巌
伊　藤　覚　施
戸　沢　　　守
井　川　　　晃

町内会 町 内 会 長

鶴
　
沼

浦
　
　
　
臼

晩
生
内

町内会と行政を結ぶ　新町内会長決まる

　１月７日（火）、行政センターにおいて令和２年の町内会長の辞令交付
式が行われ、斉藤町長より辞令が交付されました。
　新しい町内会長さんには、各町内会の諸行事の計画・実行のまとめ役と
して、また、行政と町内会との連絡調整役として一年間、様々な仕事をお
願いいたします。
　新しい町内会長は左記のとおりです。一年間よろしくお願いいたします。

　　　　敬称略

行賞者 表彰区分
受　　賞　　者

階　　級 氏　　名

北海道知事
2０年勤続表彰

副分団長 髙田　英利
部　　長 庄野　祐嗣
班　　長 今中　恵一
〃 田村　将人

１０年勤続表彰
団　　員 内藤　要
〃 笠野　宏之

砂川地区広域消防
組合組合長

２０年勤続表彰
部　　長 土橋　直生
班　　長 今中　恵一
〃 田村　将人

１０年勤続表彰
団　　員 内藤　要
〃 笠野　宏之

北海道消防協会長

功　績　章
副 団 長 平松　克広
分 団 長 丹羽　栄

２０年勤続表彰
部　　長 土橋　直生
班　　長 今中　恵一
〃 田村　将人

１０年勤続表彰
団　　員 内藤　要
〃 笠野　宏之

北海道消防協会
空知地方支部長

功　績　章 団　　長
渡邊　一彦
加藤　正義

２５年勤続表彰 副分団長 大石　陽進

１５年勤続表彰
団　　員 庄野　浩一
〃 山田　正勝

５年勤続表彰
団　　員 松田　晃浩
〃 鎌田　正幸

北海道消防協会
空知地方支部
中空知分会長

功　績　章 団　　員 松田　晃浩
〃 鎌田　正幸



限りある水資源を大切に!節水にご協力をお願いします!
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～　高額介護合算療養費及び医療費通知について　～

　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。
　同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額の合計が限度
額を超えたときは、その超えた額が後期高齢者医療制度及び介護保険から支給されます。なお、手続き
には役場くらし応援課住民係への申請が必要となります。
　○後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。

　○支給額が５００円以下の場合は支給されません。

◆自己負担限度額表　　　　　　　　　【１年分の自己負担額の計算期間：８月１日～翌年７月３１日】

※１　世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方
※２　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金収入のみの場合、その受給額が８０万円以下）、
　　　または老齢福祉年金を受給している方

負担割合 区　　　分 自己負担額の合計の基準額

３割  現役並み所得者
【課税所得６９０万円以上】２１２万円
【課税所得３８０万円以上】１４１万円
【課税所得１４５万円以上】 　６７万円

１割
  一　　　　　　　 般 ５６万円

住民税非課税世帯
区分Ⅱ（※１） ３１万円
区分Ⅰ（※２） １９万円

■高額介護合算療養費について

　広域連合では被保険者の皆様の医療費総額などについてお知らせする「医療費通知」を、対象期間に
医療機関等を受診した全ての被保険者の皆様へ送付しています。
　発送月は、９月下旬と３月初旬の年２回です。

※この通知は皆様の受診状況についてお
知らせするもので請求書ではありません。
※この通知は医療費控除の申告手続きで
医療費の明細書として使用することがで
きます。医療費控除の申告に関すること
は、税務署にお問い合わせください。

○ 医療費の推移が一目でわかるため、ご自身の健康状態の把握や健康管理に活用できます。
○ 健康診査など、皆様の健康保持・増進に役立つ情報が記載されています。
○ 診療日数等に間違いがないか確認しましょう。

■医療費通知を全受診者へ送付しています

◆医療費通知の活用について

北海道後期高齢者医療広域連合
　住所　〒060-0062
　　　　札幌市中央区南２条西１４丁目
　　　　国保会館６階
　電話　０１１－２９０－５６０１

浦臼町役場 くらし応援課 住民係
電話　68－2112

お　 問 　い 　合 　わ 　せ 　先

【イメージ図】
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浦臼消防団本部建替に伴うお知らせ

　令和２年３月１６日（月）より、浦臼消防団本部の建替工事が実施されます。その間、浦臼消防団本
部の電話が休止となりますので、消防へのお問い合わせは、ご不便をおかけいたしますが、奈井江・浦
臼支署（６５－２２５９）にご連絡いただきますようよろしくお願いします。
　なお、新浦臼消防団本部の完成については、令和２年１２月頃を予定しております。
　※火災・救急等に関するお問い合わせは、今まで通り１１９番で掛かります。

容器包装プラスチックごみ収集終了のお知らせ

　令和２年３月３１日をもちまして、容器包装プラスチックごみ分別収集が終了することになりました。
　それにより、４月１日から６月２９日まで容器包装プラスチックごみ袋が燃やせるごみ袋として使え
るようになります。
　※７月からは、使用できません。
　また、「市街地区」の「燃やせるごみ」の収集日が毎週「月曜日・木曜日」の２日間となります
　なお、農村地区については今までどおり水曜日に収集いたします。
　分別収集終了に伴い、２月の町内回覧文書と一緒に下記のとおり容器包装プラスチックごみ袋を各戸
に配布致しますのでお使いください。
【４０㍑（１０枚入り）】
【２０㍑（１０枚入り）】を各１組ずつ各戸に配布致します。

お問合せ　くらし応援課生活係　６８－２１１２

合併処理浄化槽設置費用の補助について

　浦臼町では、公共下水道処理区域以外の地域において、合併処理浄化槽を設置しようとする方に設置
費用の一部を町予算の範囲内で補助金として交付する事業を行っています。下記の要件をすべて満たし
ている場合に対象となります。すでに単独処理浄化槽を設置していて、合併処理浄化槽に切り替える場
合も該当となります。

記
要　件
　・自らが居住、又は居住しようとする住宅に設置するもの
　・対象処理人員が１０人以下の規模の設置であること
　・町税等を滞納していないこと
　・住宅を賃借している場合は、所有者の承諾が得られていること
補助金額
　浄化槽本体設置工事に対して、次の金額を限度に補助を行います。
　　　５人槽設置の場合　５８５,０００円　　
　　　７人槽設置の場合　７０５,０００円
　　１０人槽設置の場合　９４５,０００円
　令和２年度に設置を希望される方は、令和２年４月３日（金）までに くらし応援課生活係にお申込
みください。
　また、申込期日以降に設置が決まった場合につきましても随時ご連絡願います。

申込・お問合せ　くらし応援課生活係　６８－２１１２
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２

申
告
に
つ
い
て
ご
不
明
な
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

申告期限は

３月１６日

受付期間　令和２年２月１７日（月）～３月１６日（月）　
　　　　　午前９時～午後４時　※土・日曜日及び祝日を除く。
受付会場　浦臼町役場１階　調理実習室 / 岩見沢税務署

■マイナンバー制度について
　平成２８年１月からマイナンバー制度が導入されたことにより、平成２８年分以降の
所得税の確定申告には、マイナンバー（１２桁）の記載、および本人確認書類の提示ま
たは写しの添付が必要となりました。みなさまのご協力をお願いいたします。

■所得税確定申告が必要な方
●給与所得者であるが、給与所得以外に２０万円を超える所得がある方。
●公的年金収入が合計４００万円を超える方。または、公的年金収入が４００万円以下
　であっても、公的年金以外に２０万円を超える所得がある方。
●個人で農業や商店、飲食店などの事業を行っている方。
●土地や建物などの不動産の貸し付けで収入のある方。
●土地や建物などを売って収入を得た方。
●新たに住宅借入金等特別控除を受ける方。
●２か所以上から給与を受けた方。
●社会保険料控除や医療費控除を受ける方。
　これらに当てはまらない場合であっても確定申告が必要な場合がありますので、詳し
くは下記URLを参照ください。
　国税庁HP　https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/

■町道民税申告が必要な方
●令和２年１月１日現在、町内に在住で、令和元年（２０１９年）中に所得のあった方。
※令和元年（２０１９年）中に収入がなかった方でも、「非課税証明書」を必要とする
場合には申告が必要です。　
　所得税確定申告書を提出した方は、町道民税申告の必要はありません。

■申告に必要なもの
●印鑑
●前年中の収入金額を証明できる書類　…　源泉徴収票、報酬の支払調書など
●控除に関する書類　…　国民年金、国民健康保険税、介護保険料等の領収書、生命保
　　　　　　　　　　　　険控除証明書、医療費の領収書　（1年間の医療費を集計し
　　　　　　　　　　　　て提出ください。）
●申告者名義の通帳（還付申告者のみ）
●本人確認書類 
　　例１：マイナンバーカード
　　例２：マイナンバー通知カード　＋　運転免許証、公的医療保険の被保険者証など

国税庁ホームページで所得税確定申告書の作成ができます
①国税庁ホームページ内の「確定申告書等作成コーナー」で作成した申告書デー
　タに電子証明書を添付して、送信（提出）することができるe-tax（イータッ
　クス）があります。
② 「確定申告書等作成コーナー」で作成した申告書等は、プリントアウト（白黒
　でも可）して、添付書類を貼付し、税務署に提出できます。なお、郵送での提
　出もできます。

上記により申告いただくと、役場や税務署で申告する必要はありません。

国税庁　確定申告書等作成コーナーＨＰ
　https://www.keisan.nta.go.jp/

役場から「申告のご案内ハガキ」が送付されていない方でも、医療費控除等の申告
をすることにより、所得税が還付される場合があります。
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か
ら
町
に
無
償
譲
渡
さ
れ

る
ま
で
は
、
Ｊ
Ｒ
が
今
ま
で
通
り

除
草
剤
、
草
刈
り
を
実
施
し
、
譲

渡
後
は
同
じ
よ
う
に
町
も
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

第４回定例会は、１２月１０日に開催され、７議
員から一般質問がありましたので、内容を要約し
報告します。

令和元年
第４回浦臼町議会定例会 一般質問

親しまれる議会だよりを目指します。
Ｊ
Ｒ
跡
地
利
用
に
つ
い
て

質　

問

Ｑ
総
務
課
長
答
弁

Ａ
再
質
問

Ｑ
町
長
答
弁

Ａ

質　

問

Ｑ 札
沼
線
廃
止
後
の
協
議

再
質
問

Ｑ
教
育
長
答
弁

Ａ

総
務
課
長
答
弁

Ａ

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

む
な
か
、
限
ら
れ
た
人
員
や
財
源

を
考
え
る
と
、
広
域
連
携
に
よ
る

効
率
的
な
事
務
処
理
は
地
方
公
共

団
体
に
と
っ
て
重
要
な
手
段
と
な

る
。
将
来
の
連
携
の
あ
り
か
た
は
。

　

人
口
減
少
が
加
速
的
に
進
む
な

か
、
今
ま
で
以
上
に
広
域
で
連
携

し
、
効
率
的
な
事
務
処
理
の
遂
行

が
必
要
と
な
り
、
新
た
な
分
野
で

も
広
域
連
携
事
業
が
必
要
と
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
共
同
処
理
施
設
の
老
朽

化
対
策
や
人
材
不
足
に
よ
る
雇
用

の
確
保
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も

あ
り
、
将
来
的
に
は
奈
井
江
・
浦

臼
町
学
校
給
食
組
合
の
よ
う
に
、

統
廃
合
も
出
て
く
る
か
と
思
う
。

　

広
域
行
政
の
重
要
性
は
一
層
高

ま
っ
て
い
く
と
思
う
の
で
、
今
後

も
中
長
期
的
な
視
点
で
検
証
し
な

が
ら
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず
広

域
連
携
事
務
に
つ
い
て
近
隣
自
治

体
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

質　

問

Ｑ 広
域
連
携
の
今
後

２
年
間
で
、
最
低
限
必
要
な
協
議

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

総
務
課
長
答
弁

Ａ

町
長
答
弁

Ａ
質　

問

Ｑ 新
教
育
長
に
問
う



　

平
成
28
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

る
高
齢
者
世
帯
等
除
雪
費
助
成
事

業
の
現
在
の
状
況
と
、
ど
の
よ
う

な
見
直
し
を
し
た
の
か
、
申
請
手

続
並
び
に
助
成
方
法
に
つ
い
て
伺

う
。

　

社
協
が
行
う
除
雪
応
援
事
業
と

の
連
携
は
と
れ
て
い
る
の
か
。

　

昨
年
度
ま
で
は
居
住
す
る
家
屋

の
屋
根
の
雪
お
ろ
し
、
及
び
窓
の

明
か
り
と
り
の
た
め
の
除
雪
を
対

象
と
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
店
舗

兼
住
宅
、
車
庫
、
物
置
、
家
屋
前
、

車
庫
前
の
除
排
雪
も
対
象
に
加
え
、

町
民
税
課
税
世
帯
で
も
該
当
し
て

い
れ
ば
事
業
の
対
象
と
し
た
。

　

見
直
し
に
よ
り
対
象
世
帯
は
１

９
３
世
帯
と
な
り
、
現
在
の
登
録

申
請
世
帯
数
は
63
件
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
把
握
し
て
い
る
請
負

事
業
者
に
対
し
て
も
説
明
を
実
施

し
て
い
る
。

　

助
成
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
と
の
契
約
を
対
象
者
自
身

が
行
い
、
除
雪
後
、
３
月
31
日
ま

で
に
契
約
書
と
領
収
書
の
写
し
、

作
業
前
後
の
写
真
を
町
に
提
出
し

っ
て
い
る
。
向
こ
う
５
年
間
の
財

政
推
計
を
試
算
す
る
と
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
基
金
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
行
う
状
況
に
あ
る
。

　

今
後
、
必
要
性
や
優
先
度
、
効

果
な
ど
を
検
証
し
、
事
業
費
の
平

準
化
や
圧
縮
に
努
め
、
引
き
続
き

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き

た
い
。

③
今
後
２
年
間
で
協
議
を
進
め
る
。

②
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
ツ
ア
ー
や
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
７
月

に
は
農
家
説
明
会
を
行
い
、
今
後

の
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
た
。

　

今
後
の
事
業
と
し
て
は
、
ス
ノ

ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー
や
札
幌
地
下
歩

行
空
間
で
の
Ｐ
Ｒ
・
販
売
会
を
実

施
し
、
事
業
の
推
進
主
体
と
な
る

ま
ち
づ
く
り
会
社
（
仮
）
設
立
の

準
備
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ハ
ー
ド
事
業
は
、
昨
年
度
作
成

し
た
案
に
基
づ
き
、
今
後
の
維
持

経
費
の
こ
と
も
考
え
、
道
の
駅
を

単
体
で
直
す
案
と
、
温
泉
側
に
全

部
機
能
を
集
約
す
る
案
を
示
し
た

中
で
今
後
進
め
て
い
き
た
い
。

④
互
い
に
情
報
共
有
し
な
が
ら
検

討
し
て
お
り
、
今
後
も
連
携
し
て

事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

　

町
の
地
域
医
療
構
想
を
ど
の
よ

う
に
維
持
し
続
け
る
の
か
。
近
隣

の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
ど
う
図

る
の
か
伺
う
。

　

急
性
期
機
能
を
有
す
る
医
療
機

関
と
の
連
携
は
重
要
で
あ
り
、
医

療
圏
域
で
の
協
力
体
制
を
引
き
続

き
継
続
し
て
い
く
。

　

二
つ
の
診
療
所
は
平
成
28
年
度

か
ら
５
年
間
、
２
医
療
法
人
が
運

営
し
て
い
る
が
、
令
和
３
年
度
か

ら
の
更
新
に
向
け
指
定
管
理
者
の

公
募
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

令
和
２
年
２
月
末
の
公
募
終
了
ま

で
に
応
募
が
来
る
よ
う
努
め
る
。

　

現
在
、
診
療
日
の
変
則
的
な
運

用
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
週
５
日

の
診
療
体
制
の
契
約
に
つ
い
て
明

記
さ
れ
て
い
た
か
。
ま
た
、
契
約

①
本
町
の
将
来
の
収
支
予
測
は
。

②
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
事
業
の
進

捗
状
況
と
、
ハ
ー
ド
面
は
ど
こ
ま

で
の
事
業
総
額
と
考
え
て
い
る
の

か
。

③
札
沼
線
の
跡
地
返
還
後
の
利
用

の
た
め
の
協
議
会
の
活
動
状
況
と

進
捗
状
況
は
。

④
②
、
③
の
事
業
は
重
複
す
る
部

分
が
あ
り
、
担
当
課
が
違
う
の
は

効
率
が
悪
い
の
で
は
。

①
こ
れ
ま
で
の
緊
縮
財
政
の
成
果

が
あ
り
、
各
指
標
は
改
善
に
向
か

議会だより No.169

産
業
振
興
課
長
答
弁

Ａ

浦
臼
町
に
お
け
る
地
域
医

療
構
想
に
つ
い
て

質　

問

Ｑ

内
容
の
見
直
し
は
行
う
の
か
。

　

現
在
の
契
約
に
週
５
日
は
明
記

さ
れ
て
い
る
。
２
月
末
ま
で
は
当

初
示
し
た
条
件
で
公
募
し
、
応
募

が
な
け
れ
ば
検
討
す
る
。

く
ら
し
応
援
課
長
答
弁

Ａ

長
寿
福
祉
課
長
答
弁

Ａ

今
後
の
収
支
予
測
と
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
事
業
に
つ

い
て質　

問

Ｑ

財
政
的
な
裏
づ
け
が
な
け
れ
ば
町

独
自
の
特
色
あ
る
取
組
み
が
し
に

く
く
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
な
か
で
、
前
教
育
長
が
導

入
し
た
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

を
理
念
と
し
、
学
校
運
営
協
議
会

制
度
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
）
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
通
年
配
置
、
国

や
道
教
委
も
強
く
推
進
し
て
い
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
改
善
し
て

継
続
的
に
推
進
し
、
学
校
、
教
職

員
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、

ふ
る
さ
と
教
育
な
ど
の
特
色
あ
る

教
育
活
動
の
推
進
、
子
供
た
ち
の

学
力
向
上
、
健
全
育
成
等
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
に
至

る
ま
で
、
各
世
代
の
学
習
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
講
座
、
教
室
の
開
催
や

図
書
室
機
能
の
強
化
に
取
り
組
み
、

さ
ら
に
本
町
の
重
要
な
文
化
財
の

適
正
な
管
理
、
郷
土
史
料
館
の
整

備
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

再
質
問

Ｑ

く
ら
し
応
援
課
長
再
答
弁

Ａ
総
務
課
長
答
弁

Ａ

高
齢
者
世
帯
等
除
雪
費
助

成
事
業
に
つ
い
て

質　

問

Ｑ



①
Ｊ
Ｒ
現
行
６
便
が
代
替
バ
ス
で

は
５
便
に
減
ら
さ
れ
て
い
る
。
月

形
か
ら
当
別
間
は
現
行
よ
り
２
便

増
え
、
早
朝
便
を
充
実
さ
せ
て
い

る
。
浦
臼
月
形
間
も
現
行
並
み
の

便
数
に
は
で
き
な
い
か
。

②
高
校
へ
の
通
学
の
利
便
性
を
確

保
し
、
子
供
た
ち
の
進
学
の
選
択

肢
を
狭
め
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
。

③
タ
ク
シ
ー
の
土
日
休
み
の
対
策

と
し
て
、
ビ
ジ
コ
ー
本
社
で
も
タ

ク
シ
ー
利
用
券
を
使
用
可
能
に
し

て
は
ど
う
か
。

質　

問

Ｑ Ｊ
Ｒ
廃
線
に
伴
う
代
替
バ

ス
及
び
地
域
公
共
交
通
の

充
実

し
て
い
る
方
が
不
便
に
な
る
こ
と

も
あ
り
、
決
め
か
ね
る
所
が
あ
る
。

乗
り
継
ぎ
が
で
き
る
形
で
時
間
設

定
し
て
い
る
の
で
、
公
共
機
関
の

時
間
帯
を
見
な
が
ら
、
病
院
の
予

約
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

公
共
交
通
に
依
存
す
る
住
民
、

高
齢
者
は
増
え
て
い
る
。
町
営
バ

ス
の
奈
井
江
発
浦
臼
行
き
の
午
後

の
便
は
13
時
か
ら
16
時
10
分
ま
で

の
間
３
時
間
10
分
の
空
き
が
あ
る
。

増
便
で
き
な
い
か
。

　

砂
川
市
立
病
院
に
向
か
う
ダ
イ

ヤ
と
し
て
、
朝
の
便
は
浦
臼
駅
発

７
時
１
分
の
便
に
乗
車
す
る
と
８

時
15
分
の
受
付
に
間
に
合
う
。
午

後
の
便
も
時
間
は
限
ら
れ
て
い
る

が
、
受
診
者
の
足
は
確
保
で
き
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

利
用
者
の
声
に
応
え
、
町
営
バ

ス
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
も

改
善
で
き
な
い
か
。

　

事
業
者
も
業
務
を
掛
け
持
ち
し

な
が
ら
運
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

便
数
を
動
か
す
こ
と
で
、
今
利
用

り
と
協
議
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　

13
時
発
の
浦
臼
行
き
町
営
バ
ス

を
10
分
程
度
遅
ら
せ
る
な
ど
、
運

行
事
業
者
と
協
議
を
行
い
調
整
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
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質　

問

Ｑ 中
央
バ
ス
奈
井
江
駅
発
着

と
町
営
バ
ス
の
接
続
に
つ

い
て

　

町
内
の
砂
川
市
立
病
院
受
診
者

が
帰
宅
の
際
、
病
院
前
発
の
中
央

バ
ス
が
遅
延
し
た
た
め
町
営
バ
ス

と
の
乗
り
継
ぎ
に
間
に
合
わ
な
い

こ
と
が
発
生
し
て
い
る
。
タ
ク
シ

ー
で
の
帰
宅
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

事
が
あ
る
の
で
町
営
バ
ス
で
帰
宅

で
き
る
よ
う
対
処
で
き
な
い
か
。

　

長
時
間
待
つ
こ
と
は
疾
病
を
抱

え
た
人
に
は
大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
必
要
。
運
行
事
業
者
と
し
っ
か

質　

問

Ｑ 町
営
バ
ス
の
増
便
を

総
務
課
長
答
弁

Ａ
再
質
問

Ｑ

て
審
査
し
た
後
、
決
定
通
知
書
を

送
付
、
指
定
口
座
に
入
金
す
る
流

れ
と
な
っ
て
い
る
。

　

社
協
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及

び
生
活
支
援
事
業
で
行
う
除
雪
サ

ー
ビ
ス
も
あ
る
が
、
住
民
が
各
事

業
を
使
い
分
け
で
き
る
よ
う
、
相

談
さ
れ
た
方
に
は
説
明
し
て
い
る
。

総
務
課
長
答
弁

Ａ
総
務
課
長
再
答
弁

Ａ

④
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
が
中
心
の

変
更
案
だ
が
、
全
世
代
に
対
し
て

も
っ
と
丁
寧
な
説
明
が
必
要
で
は
。

車
に
乗
れ
な
い
人
に
対
し
て
、
一

般
タ
ク
シ
ー
の
半
額
補
助
の
施
策

な
ど
が
必
要
で
は
。

⑤
Ｊ
Ｒ
の
補
償
金
で
バ
ス
を
購
入

す
る
の
な
ら
、
砂
川
便
を
増
設
し

て
は
。
ま
ず
は
ニ
ー
ズ
調
査
を
。

⑥
美
唄
線
の
デ
マ
ン
ド
の
本
数
を

増
や
し
、
登
録
の
仕
方
を
簡
素
化

し
て
利
用
促
進
を
図
っ
て
。

①
月
形
高
校
へ
の
通
学
を
第
一
に

考
え
、
沿
線
自
治
体
と
調
整
し
て

い
る
の
で
現
状
よ
り
も
利
便
性
は

向
上
し
て
い
る
。

②
浦
臼
中
学
校
の
進
路
指
導
の
先

生
に
代
替
バ
ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ
等

に
つ
い
て
説
明
し
、
引
き
続
き
通

学
で
き
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

③
ビ
ジ
コ
ー
本
社
で
の
タ
ク
シ
ー

利
用
券
は
、
事
業
者
と
の
協
議
で

使
用
可
能
と
回
答
が
あ
っ
た
。

④
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
方

法
に
つ
い
て
は
再
度
わ
か
り
や
す

く
周
知
す
る
。
高
齢
者
へ
は
タ
ク

シ
ー
利
用
券
を
交
付
し
、
支
援
を

行
っ
て
い
る
た
め
、
一
般
タ
ク
シ

ー
の
半
額
助
成
を
実
施
す
る
考
え

は
な
い
。

⑤
砂
川
市
立
病
院
へ
の
砂
川
便
の

総
務
課
長
答
弁

Ａ

創
設
は
、
運
転
手
の
確
保
や
路
線

運
行
に
必
要
な
経
費
負
担
の
問
題

な
ど
課
題
が
多
く
、
難
し
い
。

⑥
初
年
度
は
必
要
最
小
限
の
便
数

で
ス
タ
ー
ト
し
、
利
用
実
績
を
勘

案
し
な
が
ら
次
年
度
以
降
の
運
行

便
数
を
検
討
す
る
。

　

多
様
な
人
材
確
保
、
地
方
の
担

い
手
不
足
解
消
の
た
め
に
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
を
促
す
施
策
と
し
て
、
起

業
す
る
個
人
や
団
体
に
初
期
投
資

に
対
す
る
補
助
、
空
き
家
を
活
用

す
る
た
め
の
改
修
費
な
ど
の
支
援

な
ど
を
考
え
て
は
。

　

ま
た
、
新
し
く
起
業
し
よ
う
と

す
る
人
や
移
住
を
考
え
て
い
る
人
、

職
場
が
あ
る
浦
臼
町
に
住
ん
で
み

よ
う
と
思
う
人
の
背
中
を
後
押
し

す
る
た
め
の
家
賃
補
助
は
ど
う
か
。

　

現
在
、
町
内
の
商
工
業
者
や
本

町
で
起
業
し
よ
う
と
す
る
個
人
の

補
助
制
度
と
し
て
、
平
成
28
年
度

か
ら
中
小
企
業
振
興
条
例
を
施
行

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
施
行

の
企
業
立
地
促
進
条
例
で
は
、
本

質　

問

Ｑ 市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出

の
た
め
に

総
務
課
長
答
弁

Ａ



　

札
的
内
川
を
は
じ
め
、
町
内
多

く
の
河
川
の
立
木
伐
採
を
求
め
る
。

　

町
で
要
望
し
て
い
る
黄
臼
内
川

の
国
道
よ
り
下
流
部
の
伐
木
・
河

床
掘
削
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
関
係
機
関
に
要
望
す
る

と
と
も
に
、
河
川
の
現
状
把
握
を

十
分
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　

札
的
内
川
で
は
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク

と
の
境
目
に
直
径
30
㎝
か
ら
の
ア

カ
シ
ヤ
が
林
立
し
て
い
て
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
築
物
に
根
を
は
り
、

い
ず
れ
は
割
れ
る
と
見
て
い
る
。

　

上
級
機
関
に
町
と
し
て
要
請
し

て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、
多

河
川
敷
の
管
理
に
つ
い
て

質　

問

Ｑ
　

数
字
を
改
め
て
積
み
上
げ
る
と
、

町
の
財
源
を
割
当
て
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
。
待
合
所
は
晩
生

内
だ
け
で
は
な
く
、
鶴
沼
も
含
め

て
検
討
に
値
す
る
と
思
う
が
。

　

赤
字
部
分
は
基
金
条
例
を
作
り
、

や
り
く
り
を
す
る
。
待
合
所
は
冬

期
間
は
特
に
必
要
だ
と
い
う
認
識

で
い
る
。

①
登
録
番
号
で
の
予
約
の
徹
底
、

タ
ク
シ
ー
券
を
ビ
ジ
コ
ー
本
社
で

使
え
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
、
土

日
運
行
時
の
奈
井
江
線
の
料
金
が

高
い
、
長
期
的
な
路
線
の
維
持
に

関
す
る
要
望
等
。

②
特
に
意
見
は
な
く
承
認
さ
れ
た
。

③
月
形
間
の
運
行
に
関
す
る
Ｊ
Ｒ

か
ら
の
支
援
額
は
年
間
５
８
３
万

３
千
円
、
不
足
額
は
48
万
２
千
円

と
な
る
。

④
晩
生
内
線
の
バ
ス
停
を
活
用
し
、

現
状
あ
る
待
合
所
を
活
用
す
る
。

　

先
に
町
民
に
資
料
を
渡
し
、
懇

談
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。
ま
た
、
晩
生
内
に
は

ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
待
合
所
が
あ
る
が
、

月
形
方
面
の
待
合
所
に
は
な
い
。

　

各
停
車
場
に
待
合
所
の
設
置
が

大
事
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長
再
答
弁

　

平
成
25
年
に
地
域
公
共
交
通
を

運
行
し
た
時
は
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
、

み
ど
り
学
園
へ
工
夫
し
て
伝
え
て

き
た
経
過
が
あ
る
。
多
く
の
人
に

説
明
を
す
る
機
会
を
作
る
。

　

待
合
所
が
な
い
と
こ
ろ
が
何
カ

所
か
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
要
望

は
な
く
、
要
望
が
あ
れ
ば
今
後
検

討
し
た
い
。

振
興
課
へ
連
絡
い
た
だ
く
。

②
加
工
施
設
を
経
由
し
な
い
施
設

に
つ
い
て
、
搬
入
実
績
が
な
く
、

菌
が
休
眠
状
態
と
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
菌
の
活
性
状
況
を
維
持
す

る
た
め
、
６
回
程
度
残
さ
を
搬
入

し
た
。

③
必
要
に
応
じ
て
長
靴
や
手
袋
等

を
着
用
し
て
い
る
。
重
機
は
町
内

の
配
置
状
況
を
確
認
し
、
４
月
以

降
専
用
化
し
て
い
く
予
定
。
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①
説
明
会
で
の
意
見
・
希
望
は
。

②
町
づ
く
り
委
員
会
、
地
域
公
共

交
通
会
議
で
の
意
見
は
。

③
単
年
度
試
算
と
し
て
、
支
援
額

と
不
足
額
は
。

④
停
車
場
と
待
合
所
が
必
要
と
考

え
る
が
。

Ｊ
Ｒ
札
沼
線
廃
線
の
代
替

交
通
に
関
す
る
住
民
説
明

会
を
終
え
て
何
が
課
題
か

伺
い
た
い

質　

問

Ｑ

総
務
課
長
答
弁

Ａ

年
度
１
件
の
実
績
が
あ
り
、
事
業

者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

移
住
定
住
策
と
し
て
は
、
定
住

促
進
住
宅
取
得
応
援
条
例
に
よ
り
、

新
築
ま
た
は
中
古
住
宅
の
取
得
に

対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
家

賃
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

①
施
設
の
管
理
責
任
は
町
が
担
う

も
の
。
搬
入
物
の
状
態
、
重
量
の

チ
ェ
ッ
ク
は
誰
が
行
う
の
か
。

②
２
棟
は
そ
れ
ぞ
れ
食
肉
加
工
施

設
か
ら
出
た
残
さ
と
加
工
施
設
を

経
由
し
な
い
も
の
に
分
け
る
と
議

会
で
説
明
が
あ
っ
た
が
実
態
は
ど

う
か
。

③
野
生
動
物
が
持
つ
動
物
由
来
感

染
症
の
予
防
の
観
点
か
ら
、
作
業

に
は
長
靴
、
ゴ
ー
グ
ル
な
ど
を
着

用
し
、
重
機
は
専
用
に
す
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
実
態
は
ど
う
か
。

①
搬
入
時
の
書
類
及
び
残
さ
の
中

身
は
、
現
場
で
受
託
事
業
者
が
確

認
し
、
重
量
は
加
工
施
設
に
て
指

定
管
理
者
が
行
っ
て
い
る
。
内
容

等
に
疑
義
が
生
じ
た
場
合
に
産
業

質　

問

Ｑ 減
量
化
施
設
の
リ
ス
ク
管

理
に
つ
い
て

産
業
振
興
課
長
答
弁

Ａ

再
質
問

Ｑ
総
務
課
長
再
答
弁

Ａ

町
長
答
弁

Ａ
再
々
質
問

Ｑ

く
の
場
所
が
そ
う
い
う
状
態
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
早
期
の
伐
採
を

求
め
た
方
が
い
い
の
で
は
。

建
設
課
長
答
弁

　

現
状
は
十
分
確
認
し
て
い
る
。

再
質
問

Ｑ

建
設
課
長
答
弁

Ａ

建
設
課
長
答
弁

Ａ

　

国
が
電
気
自
転
車
・
車
い
す
の

貸
し
出
し
を
行
う
自
治
体
に
対
し

て
補
助
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

免
許
返
納
が
進
む
な
か
、
本
町
で

ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

国
は
高
齢
者
向
け
の
安
全
な
移

動
手
段
と
さ
れ
る
電
気
自
転
車
や

電
動
車
い
す
購
入
支
援
な
ど
の
検

討
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

　

近
年
、
高
齢
者
の
外
出
を
手
助

け
し
て
い
る
シ
ニ
ア
カ
ー
は
、
電

動
車
い
す
の
区
分
に
含
ま
れ
、
介

護
保
険
制
度
を
利
用
し
て
要
介
護

２
以
上
で
あ
れ
ば
１
割
負
担
で
レ

ン
タ
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
電
動
車
い
す
に
つ
い
て

は
、
障
が
い
者
手
帳
を
所
持
す
る

方
は
補
装
具
と
し
て
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
、
補
助

要
綱
等
が
示
さ
れ
た
段
階
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

電
気
自
転
車
・
車
い
す
の

補
助
に
向
け
て

質　

問

Ｑ
総
務
課
長
答
弁

Ａ
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第
５
回
浦
臼
町
議
会
臨
時
会

〔
11
月
25
日
開
催
〕

◆
浦
臼
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
に
つ
い
て　

―
可
決
―

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

　

て　

―
可
決
―

　

現
在
の
補
助
の
対
象
外
の
方
が

電
動
車
い
す
や
電
動
自
転
車
を
希

望
し
た
と
き
に
、
利
用
料
を
も
ら

い
貸
し
出
す
仕
組
み
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

　

高
齢
者
対
策
は
様
々
な
部
分
で

必
要
に
な
っ
て
い
る
。
一
般
の
高

齢
者
も
こ
う
し
た
乗
り
物
に
乗
り

な
が
ら
外
出
す
る
こ
と
が
健
康
に

も
繋
が
る
た
め
、
ぜ
ひ
検
討
し
た

い
。 再

質
問

Ｑ
町
長
答
弁

Ａ

◆
浦
臼
町
札
沼
線
代
替
輸
送
事
業
等
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て　

―
可

　

決
―

◆
浦
臼
町
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

に
つ
い
て　

―
可
決
―

◆
浦
臼
町
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
お
よ
び
費
用

　

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て　

―
可
決
―

◆
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
に
つ
い
て　

―
可
決
―

◆
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
に
つ
い
て　

―
可
決
―

◆
浦
臼
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
に
つ
い
て　

―
可
決
―

◆
浦
臼
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て　

―
可
決
―

◆
浦
臼
町
ジ
ビ
エ
処
理
加
工
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
に
つ
い
て　

―
可
決
―

◆
浦
臼
町
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て　

―
可
決
―

◆
浦
臼
町
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
よ
り
選
挙
が
行
わ
れ
、
４
名
の
選
挙
管
理
委
員
、
４
名
の

選
挙
管
理
委
員
補
充
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
Ｘ
線
透
視
撮
影
シ
ス
テ
ム
）　

―
可
決
―

条
例
等
の
審
議
と
結
果

審
議
さ
れ
た
事
件

結
果

と

平
成
30
年
度
各
会

計
歳
入
歳
出
決
算

を
認
定　
　
　
　

　

11
月
18
日
・
11
月
19
日
の
２
日

間
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
平
成
30
年
度
浦
臼
町
各

会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
原

案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　

各
会
計
の
決
算
状
況
に
つ
い
て

は
下
記
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区　分

会計名

決　　算　　額
差 引 額 翌年度へ繰り

越すべき財源 実質収支額
歳　入 歳　出

一　 般　 会　 計 3,616,775,983 3,424,975,185 191,800,798 2,992,000 188,808,798

特
別
会
計

国民健康保険 197,249,180 184,535,393 12,713,787 0 12,713,787

後期高齢者医療 45,390,602 44,723,077 667,525 0 667,525

下 水 道 事 業 74,575,794 73,453,062 1,122,732 0 1,122,732

（単位：円）
平成30年度浦臼町各会計決算を認定



日
頃
の
管
理
に
注
意
さ
れ
た
い
。

●
食
肉
加
工
施
設
建
築
工
事
（
減

量
化
施
設
含
む
）

　

町
が
管
理
す
る
減
量
化
施
設
は
、

12
月
か
ら
３
月
ま
で
の
期
間
、
反

転
作
業
を
含
め
た
管
理
を
委
託
す

る
。
し
か
し
、
照
明
設
備
及
び
換

気
設
備
、
作
業
機
洗
浄
の
備
品
が

な
く
、
作
業
安
全
面
、
衛
生
面
に

お
い
て
作
業
環
境
改
善
に
向
け
た

検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
他
、
農
村
セ
ン
タ
ー
研
修

室
改
修
工
事
、
ラ
ウ
ネ
ナ
イ
川
下

流
域
護
岸
、
中
央
団
地
外
構
舗
装

改
修
工
事
の
現
場
状
況
調
査
も
行

っ
た
。
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委
員
長　
　
　

野
崎　

敬
恭

　
　

副
委
員
長　
　

折
坂　

美
鈴

　
　

委
員　
　
　
　

東
藤　

晃
義

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
田　

英
利

編
集
後
記

　

昨
年
は
平
成
が
終
わ
り
令
和
が

ス
タ
ー
ト
し
、
災
害
の
多
い
年
で

し
た
が
、
我
が
町
は
穏
や
か
な
１

年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

札
沼
線
も
い
よ
い
よ
廃
止
と
な

り
ま
す
。
寂
し
い
気
持
ち
で
す
が
、

町
に
新
た
な
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。（
東
藤
）

議
会
の
流
れ

◎
議
会
運
営
委
員
会

12
月
３
日

・
第
４
回
定
例
会
の
運
営
に
つ
い

て
◎
全
員
協
議
会

11
月
８
日

・
ジ
ビ
エ
処
理
加
工
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

11
月
21
日

・
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

11
月
25
日

・
学
校
給
食
の
提
供
に
つ
い
て

12
月
10
日

・
第
４
回
定
例
会
に
つ
い
て
他

◎
議
会
広
報
特
別
委
員
会

１
月
16
日

・
議
会
だ
よ
り
第
１
６
９
号
編
集

　
〈
調
調
査
日
10
月
11
日
、

11
月
８
日
〉

『
農
作
物
の
作
況
状
況
』

　

本
町
の
基
幹
産
業
の
水
稲
は
、

５
月
後
半
に
高
温
障
害
、
７
月
に

は
雨
不
足
と
な
り
、
水
稲
だ
け
で

は
な
く
農
作
物
全
般
に
影
響
が
見

ら
れ
た
。
そ
の
後
は
平
年
並
み
に

推
移
し
、
順
調
に
収
穫
期
を
迎
え

た
が
、
米
の
品
質
の
低
下
が
見
ら

れ
、
２
５
０
０
俵
あ
ま
り
が
共
計

外
と
な
っ
た
。

　

ほ
か
の
作
物
で
は
対
前
年
よ
り

収
量
は
増
え
、
な
か
で
も
ソ
バ
と

加
工
用
ぶ
ど
う
は
良
好
だ
っ
た
。

　

今
後
、
近
年
の
温
暖
化
傾
向
に

向
け
た
新
た
な
技
術
に
よ
る
対
策

が
必
要
で
あ
り
、
普
及
セ
ン
タ
ー

と
連
携
を
密
と
し
タ
イ
ム
リ
ー
な

情
報
提
供
を
望
む
。

『
町
内
実
施
事
業
等
の
進
捗
状
況
』

●
ひ
ば
り
団
地
（
Ｃ
・
Ｄ
棟
）
建

築
工
事
等

　

１
棟
４
戸
平
屋
建
て
、
延
床
面

積
３
２
３
・
88
㎡
、
無
落
雪
設
計

で
、
風
除
室
が
張
り
出
し
て
お
り

夏
季
の
日
差
し
が
入
り
に
く
い
印

象
を
受
け
た
。
近
年
ゲ
リ
ラ
豪
雨

が
頻
発
し
て
お
り
、
屋
根
排
水
の

総
務
産
業
常
任
委
員
会
報
告

奈
井
江
・
浦
臼
町

議
会
議
員
交
流
会

11
月
21
日
、
奈
井
江
町
議
会
と

の
交
流
会
を
行
い
、
空
知
総
合
振

興
局
局
長　

青
木
誠
雄
氏
か
ら
空

知
管
内
の
地
方
創
生
に
つ
い
て
講

演
を
聞
き
、
そ
の
後
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

空
知
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
、

長
き
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興

や
町
政
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
議
員

に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、
第
４
回

定
例
会
開
会
前
に
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

空
知
町
村
議
会

議
長
会
表
彰

副議長として４年以上在職
小松　正年議員

◎令和元年度予算の補正されたもの
会　計　名
（補正番号）

補正後の予算額
（補正額） 補正された主なもの

一 般 会 計
（第６号）

37億9604万6000円
（261万5000円）

減量化施設業務委託料 135万円
職員手当等 102万6000円

一 般 会 計
（第７号）

42億8745万円
（4億9140万4000円）

札沼線代替輸送事業等基金積立金 ４億9866万円
廃プラスチック減容機購入費 △1420万2000円

特
別
会
計

国民健康保険
（第２号）

1億4113万8000円
（3万8000円）職員手当等 3万8000円

後期高齢者医療
（第１号）

4951万5000円
（1万5000円）職員手当等 1万5000円

下 水 道 事 業
（第１号）

8528万5000円
（8万5000円）職員手当等 8万5000円

◎令和元年度予算の補正されたもの（専決事項）
会　計　名
（補正番号）

補正後の予算額
（補正額） 補正された主なもの

一 般 会 計
（第５号）

37億9343万1000円
（110万円）

浦臼小学校樹木伐採工事
 110万円



振り込めサギには十分注意しましょう！
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学　　年 提出書類

高校３年生の方
卒業証書の写し、又は、卒業証明書
※卒業証書を持ってきていただければ
　こちらでコピーします。

高校１・２年生の方
在学証明書
※３月に入ってからとってください。
　３月より前の証明日は無効です。

高等学校通学等支援助成に係る卒業・在学証明書の提出について

　現在、高等学校通学等支援助成金を受け取っている方へ、令和元年10月から令和２年３月分の助成
金を交付いたしますので、下記の提出書類を令和２年３月９日（月）までに教育委員会学務係へ提出し
てください。

○前回の申請時から通学の方法や下宿代が変更となった場合は、そのことがわかるものも合わせて持参
してください。
○助成金の振り込みは、３月９日提出分までは３月中を予定しております。
○未申請の方は、在学証明書のほかに申請書や印鑑、通帳など必要なものを全て揃えてお越しください。

（お問合せ　教育委員会学務係　６８－２１６６）

高齢者等冬の生活支援（灯油）券 申請受付中！

　町では高齢者等の冬の生活支援として、灯油券の申請受付をしています。
　該当になると思われる方には昨年１１月に個別通知しています。
　申請受付は今月末までとなりますので、忘れずに申請してください。
お問い合せ
　長寿福祉課介護福祉係（保健センター内）　電話 ６９－２１００

消費者トラブルに関してのご相談は　滝川地方消費者センターへ

住　　所：滝川市大町１丁目２番１５号　滝川市役所３階
電話番号：０１２５－２３－４７７８
月曜日～金曜日の９：００～１６：００　受付となっております（祝日・年末年始は除く）

消費者ホットライン　全国共通電話番号　１８８
地方公共団体が設置している身近な消費者センターや消費生活相談窓口をご案内してくれます。
●消費者トラブル（例）
・架空請求－裁判所からの「訴状」が届いた→裁判所を語った詐欺の可能性があります。
・インターネットショッピング－試すつもりで購入したが定期購入が条件だった
　　　　　　　　　　　　→画面の端に目立たず定期購入と書いてあることがあります。
　　　　　　　　　　　　　解約ができない、お金が支払えないなど　困ったときは相談してください。
・電子マネー取引－料金未払いの督促メールが届きプリペイドカードで支払うように指示
　　　　　　　　→詐欺の可能性が非常に高いです。
　他にも様々な消費者被害があります。困ったときは一人で悩まず早めに相談してください。



交通安全を心がけ事故の無いよう努めましょう！
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浦
臼
町
職
員
の

給
与
と
職
員
数
を

公
表
し
ま
す
。

　
町
民
生
活
に
か
か
る
様
々
な
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
町

職
員
の
給
与
や
職
員
定
数
は
、
町
議
会
の
審
議
を
経
て
、

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
町
の

三
役
・
職
員
・
町
議
会
議
員
の
給
与
な
ど
、
そ
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成30年度一般会計決算

歳　出　額
（Ａ）

人　件　費
（Ｂ）

人 件 費 率
（Ｂ／Ａ）

29年度の人件費
（率）

千円
３，４２４，９７６

千円
４５０，９０８

％
１３．２

４２２，９０６千円
（１1．8％）

令和元年12年１日現在

区分

月額

月額
期末
手当

区分

給　　　　料　　・　　報　　　　酬

６８７，２００円 ５８１，２８０円 ５４１，２００円 －

議　　長 副 議 長 常任委員長 議　　員

２６８，０００円

３役・議員ともに4.50月分

２１２，０００円 １９５，０００円 １77，０００円

町　　長 副 町 長 教 育 長 －

令和元年12年１日現在

区　分 期　末 勤　勉 計 備　考

1.30月 0.925月 2.225月

1.30月 0.975月 2.275月

2.60月 1.90月 4.50月

６ 月 期

12 月 期

計

平成31年４年１日現在

区　分 浦　臼　町 北　海　道 国家公務員

大 学 卒 １８０，７００円 １８０，７００円 １８０，７００円

高 校 卒 １４８，６００円 １４８，６００円 １４８，６００円

令和元年度一般会計当初予算

給　　　　与　　　　費

給　　料 職員手当 期末・　
勤勉手当 計　Ｂ

予算計上
職員数
（Ａ）

１人当り
の給与費
（Ｂ／Ａ）

千円
２１８，６４２

千円
３２，９２１

千円
８５，９９０

千円
３３７，５５３

人
53　

千円
６，３６９

平成31年４年１日現在（円）

区　　分

一　般

行政職

経験年数別平均給料月額

大学卒

高校卒

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満 25年以上

平均給料

月　　額

平均年齢

歳　　月

258,900 305,900 374,000 404,600 279,600 37歳3月

－ 280,300 324,300 358,000 323,500 41歳7月

職　　員　　数 対前年度増減数

各年４月１日現在の実人数

区　分

部　門

一般行政職

教育委員会

特別会計

合計

平成29年 平成30年 平成31年 平成29年 平成30年 平成31年

43

7

4

54

45

7

4

56

46

7

4

57

1

0

△1

0

2

0

0

2

1

0

0

1

指 数 値

国家公務員の給与水準を100としたときの比較

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

91.7 97.8 98.297.4 98.5



国民健康保険税は納期内に必ず納めましょう!!
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浦臼町農業委員会の委員(農業委員)の募集案内

　農業委員会等に関する法律が改正され、農業委員の選出方法は平成２９年より「公選制」から議会の

同意を条件とする町長の「任命制」へと改正になりました。

　これにより次期農業委員の選任にあたり、農業に関する識見を有し、農地利用の最適化の推進、更に

は農業委員会の所掌に属する事項に関し、その職務を適切に行うことができる農業委員候補者を次のと

おり募集いたします。

　　　　　　

１　推薦及び募集方法について

　（１）町内の地区又は全域からの推薦

　（２）団体等からの推薦

　（３）一般募集

２　募集人数及び任期について

　　募集人数１３人　〔任期〕令和２年７月２０日から令和５年７月１９日まで（３年間）

３　推薦及び応募資格について

　（１）町内に住所を有する者とする。ただし特別な事情がある場合はこの限りでない。

　（２）法令の規定により農業委員との兼務を禁止されている職にない者

　　※法令の規定により、次の者は農業委員になることができません。

　　①破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者

　　②禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者

４　推薦及び応募受付期間

　　　　令和２年４月１日（水）～ 令和２年４月３０日（木）

５　推薦及び応募手続きについて

　（１）町内の地区又は全域からの推薦にあたっては、農業者等３名以上が連名し、当該農業者の代表

　　　者が推薦用紙を農業委員会事務局へ提出するものとする。

　（２）団体等からの推薦は、代表者が推薦用紙を農業委員会事務局へ提出するものとする。

　（３）応募する者は、応募用紙に必要事項を記載のうえ、農業委員会事務局へ提出するものとする。

　　※「推薦用紙」・「応募用紙」は、農業委員会事務局の窓口にて配布しております。

　　　　また、浦臼町ホームページからも用紙のダウンロードができます。

６　推薦を受けた者及び募集に応じた者の公表について

　　　推薦を受けた者及び募集に応じた者については、法律により、情報公開が義務づけられておりま

　　すので、募集期間中及び期間終了後遅滞なく、氏名、年齢、職業等を浦臼町ホームページ及び掲示

　　板等にて公開いたします。

７　農業委員の任命について

　　　推薦及び応募された方を委員候補者として農業委員候補者評価委員会が各委員候補者を評価した

　　意見を町長へ報告し、それを受け町長が委員候補者１３名を決定後、議会の同意を得たうえで農業

　　委員に任命いたします。

　　　なお、法律により農業委員の構成については、利害関係のない者を１人以上及び認定農業者が過

　　半数であることが条件となっております。

８　お問い合せ先（提出先）

　　浦臼町農業委員会事務局（浦臼町役場１階）　電話０１２５－６８－２２９８
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ゴミは、分別して出しましょう!!

※詳しくは、自衛隊札幌地方協力本部滝川地域事務所まで　℡　０１２５－２２－２１４０

自 衛 官 募 集

子ども相談支援センター　相談窓口のお知らせ

　いじめや不登校、体罰などの学校教育に関する悩み、子育て・しつけなど家庭教育に関する悩みなど
相談してください。
●電話相談　０１２０－３８８２－５６（無料、毎日２４時間対応）
●メール相談　doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp
※急ぎの場合は電話相談を利用してください
●来所相談　（１０～１６時、土日・祝日、年末年始はお休みです。）
子ども相談支援センター　札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館８階
※上記の電話相談で予約してください。
※センターのWebページに、「子ども相談支援センターへの相談事例」を掲載しています。次のＵＲＬ
からご覧ください。　ＵＲＬ：http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/soudanjirei.pdf

センターＷｅｂページ

「
北
方
領
土
の
日
特
別
啓
発
期
間
」　

北
方
領
土
は
日
本
固
有
の
領
土
で
す
！

令
和
２
年
２
月
20
日
（
木
）
ま
で

KOUHOU
URAUSU
Ｒ２.２

住民基本台帳の閲覧状況

　住民基本台帳の閲覧状況について、下記のとおりお知らせいたします。
　住民基本台帳法第１１条第３項および第１１条の２第１２項の規程に基づき、住民基本台帳の一部の
写しの閲覧状況を公表しています。

対象期間：平成３１年１月１日～令和元年１２月３１日
国又は地方公共団体の機関からの請求による閲覧（住民基本台帳法第１１条）

　なお、個人又は法人の申出による閲覧（住民基本台帳法第１１条の２）については今回該当ありませ
んでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くらし応援課住民係

閲覧年月日 閲覧申請者 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲 閲覧件数

令和元年６月５日 自衛隊
札幌地方協力本部 自衛官募集

平成　９年４月２日～平成１０年４月１日生まれの男女
平成１３年４月２日～平成１４年４月１日生まれの男女
平成１６年４月２日～平成１７年４月１日生まれの男女

４２件

募集項目 資格 受付期間 試験日

自衛官候補生
（男子・女子）

採用予定月１日現在
１８歳以上
３３歳未満の者

年間を通じて行っております。
第７回〆切　令和２年２月１４日
第８回〆切　令和２年２月２４日

第７回　令和２年２月２１日、２２日
　　　　のうち指定する１日
第８回　令和２年３月７日

幹
部
候
補
生

一　般
２２歳以上
２６歳未満の者 令和２年３月１日

令和２年５月１日

１次試験
　令和２年５月９日（予定）
２次試験
　令和２年６月９日～１２日のうち指定する１日
（予定）

歯　科
・
薬剤科

２０歳以上
３０歳未満の者
(薬剤科は２８歳未満)

広
　
告

（固定金利・保証料含む）　（平成２７年４月１日現在）

※融資条件を変更する場合は、手数料がかかる場合があります。
※保証会社の審査によって、ご希望に添えない場合があります。
※詳しくは当金庫本支店窓口にお問合わせください。

・ご融資額　５００万円以内　・ご利用期間　１０年以内

ご融資金利　年５.０％、年７.０％、年９.０％、年１４.０％
他金融機関、クレジット、消費者金融で

ご利用中のローンの借換もOK

http://www.shinkin.co.jp/hokumon/

※ご融資金利は保証会社の審査のうえで決定させていただきます。
※さらにお取引内容によって上記金利より年０.２０％優遇いたします。

北門信用金庫　浦臼支店　TEL ６８－２０１１

ふれあいを大切にする



限りある水資源を大切に!節水にご協力をお願いします!
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専門家に相談してみませんか？

無料法律相談会
雨竜町在住の司法書士・行政書士　木村幸一先生によ
る無料法律相談会が実施されます。
日　　時　２月１２日（水）１３：００～１５：００
場　　所　浦臼町商工会館
相談内容　相続、遺言、登記（法人・不動産）、
　　　　　債務整理、民事裁判、成年後見　等
お問合せ先　浦臼町商工会　６７－３３３１

登記・相続に関するＱ＆Ａ

Ｑ　相続分とは何ですか？
Ａ　相続分とは、相続人が２人以上いる場合、誰がどのくらいの割合で相続する権利を有しているかを
　指します。
　　法律で定められた相続分は、相続人の立場と組合せにより、次のとおりとなっています。

　このほか、父母が相続する場合、孫が相続する場合などがありますが、上記の例にあてはまらない場
合は、司法書士会開催の相談会などでお問合せください。
■お問合せ先
　札幌法務局滝川支局　０１２５－２３－２３３０
　（ホームページ）http://houmukyoku.moj.go.jp/sapporo
　札幌司法書士会　０１１－２７２－９０３５（法律相談センター予約）
　　　　　　　　　※滝川市にも相談所を設けています
　（ホームページ）http://www.sihosyosi.or.jp/

相続人 相続分

（１）被相続人の
配偶者

（妻又は夫）

①被相続人に子がいる場合 ２分の１

②被相続人に子がいなく、父母がいる場合 ３分の２

③被相続人に子及び父母がいなく、兄弟姉妹がいる
場合

４分の３

（２）被相続人の
子

①被相続人に配偶者がいる場合
２分の１を子の人数で均等
に分割

②被相続人に配偶者がいない場合
全体を子の人数で均等に分
割

（３）被相続人の
兄弟姉妹

①被相続人の子又は父母がいる場合 なし

②被相続人に子も父母もいなく、被相続人の配偶者
がいる場合

４分の１を兄弟姉妹の人数
で均等に分割

③被相続人に子も父母も配偶者もいない場合
全体を兄弟姉妹の人数で均
等に分割
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令和２年度町民まちづくり活動応援事業の募集について

　令和２年度の町民まちづくり活動応援事業を募集します。
　この事業は、町民のみなさんが自ら主体となって行う「まちづくり活動」に補助金を交付するものです。
　日頃の思いやアイディアを活かしたまちづくりを仲間と一緒にチャレンジしてみませんか。ご応募お
待ちしております。

１．補助金の額
　１事業につき限度額３０万円
２．補助率
　総事業費のうち補助対象経費の１０分の８
３．提出書類
（１）事業計画書　　　（３）団体の規約等の写し
（２）収支予算書　　　（４）会員名簿
４．提出先及び事前相談窓口
　総務課企画統計係
５．提出期限
　令和２年３月１８日（水）
６．補助の対象となる団体
　３名以上で構成され、団体の運営に関する規則等を有していることが必要です。
　※営利団体でも、営利を目的とした事業でなければ対象となります。
７．補助の対象となる事業
（１）浦臼町内において地域の活性化を図り、または地域の特色を活かせる事業
（２）安全、安心な地域づくりを推進する事業
（３）地域の福祉の向上に寄与する事業　　（４）公共性のある事業
　※営利を目的とした事業や、他の補助金等を受けている事業は対象になりません。
８．補助対象となる経費
　講師や専門家への謝金・旅費（講師、専門家等への交通費など）・消耗品費・燃料費・印刷製本費・
　通信費・保険料・使用料及び賃借料・原材料費・コミュニティ経費（作業等に供する飲み物代）など
９．審査方法
　・書類審査
　　福祉のまちづくり委員による書類審査を行います。事業内容により、申請団体にご出席いただく場
　　合もあります。
　・補助金の交付は１事業につき通算３回までです。
　・継続事業でも計画書の提出が必要です。毎年審査を行いますので採択されるとは限りません。
　・新しい取り組みだけでなく、これまで行っている取り組みを広げたりステップアップさせる取り組
　　みも対象となります。

買物は町内商店で買いましょう!!

町民まちづくり活動応援補助金制度対象事業

だれでも食堂のご案内
　浦臼の野菜をできるだけ使用して、月に１回町民が開く、町民のための食堂です。
日　　時：２月１５日（土）１１:３０～１３:３０
メニュー：ジンギスカン・ごはん・みそ汁・デザート

開催場所：ふれあいの家（中央団地敷地内）
料　　金：大人２００円　１８歳以下無料



19

KOUHOU
URAUSU
Ｒ２.２

認知症家族教室のご案内

　認知症の方の介護について不安や戸惑いは、誰にでもあります。相談できる人や協力者がいなくて悩
んでいることはありませんか。知識を習得し家族同士の交流もしながら、少しでも介護負担の軽減につ
ながることを願い開催します。
＜プログラム＞
　①令和２年３月５日（木）　１０：００～１１：３０
　　「認知症の診断・治療」　認知症疾患医療センター長　医師　内海久美子
　②令和２年３月１２日（木）　１０：００～１１：３０
　　「認知症の方へのかかわり方」　認知症疾患医療センター　老人看護専門看護師　福田智子
　③令和２年３月１９日（木）　１０：００～１１：３０
　　「介護のつらさ難しさと介護者のストレスケア」　認知症疾患医療センター　公認心理師　柳渡彩香
＜会場＞　
　砂川市立病院　多目的ホール１
　＊玄関ロビーエスカレーターを上がり、正面にあります。
＜申込み＞
　砂川市立病院　認知症疾患医療センター　　電話：０１２５－５４－２１３１（内線１７１１）
　担当：大辻
　＊申込みの際に、氏名、連絡先等をお伝えください。
　＊申込み締め切り、３月４日（水）

元気にあいさつをしましょう!!

Events Urausu townEvents Urausu town

浦臼町の出来事浦臼町の出来事

町民文化講演会 ２０２０　ふれあい広場うらうす
　１月１９日（日）、ふるさと活性化センタ
ーにおいて「２０２０ ふれあい広場うらう
す」が開催されました。子供から高齢者まで
町民が一堂に集まり、共にふれあえる場を設
けることで、家に閉じこもりがちな冬期間の
一日を楽しく過ごしてもらうことを目的とし
ており、今回で第２５回目となります。宝引
きや体操、ビンゴゲームなどが行われたほか、
絵手紙や折紙の体験コーナーも設置され、世
代を越えた幅広い交流が行われていました。

　１月２８日（火）、あかねホールにおいて、
浦臼町出身で立命館慶祥中学校・高等学校の
陸上競技部顧問である日裏徹也氏を講師に招
いた浦臼町民文化講演会が開催されました。
　日裏氏は、東京オリンピック参加有資格者
小池祐貴選手を育てた指導者であり、講演で
はトップアスリートの育成を通じて得られた
自身の経験や、子どもに目標を持たせること、
人間として成長させていくことの大切さをお
話しいただきました。
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この号が出る頃には終わっていますが、２月１日に開催
されるエキアカリに向けて準備をしています。今年はア
イスキャンドルの作り方を改善したので昨年のように腰
を痛めることもなく当日を迎えられそうです。昨年はア
イスキャンドル作りで腰を痛めたためせっかく揃えたス
キー一式を使えずに冬を越してしまいました。今年は万
全の状態で行けそうと思いきや、シーズン序盤は雪が少
なくて行けず、現在はエキアカリの準備含め仕事が忙し
くて行けず、気付いたらもう２月です。また袋から出す
こともなく冬が終わってしまうのではないかと不安でい
っぱいです。もしスキー靴が合わなくなっていたらどな
たか差し上げます。

編 集 後 記

最終処分場放流水水質検査結果（12月分）

お知らせします！

項目

採取日

水素イオン
濃度 浮遊物質量 生物化学的酸素要求量

化学的
酸素要求量 全窒素

〔ｐＨ〕 〔ＳＳ〕 〔ＢＯＤ〕〔ＣＯＤ-Ｍｎ〕〔Ｔ－Ｎ〕

7.4 2.6 4.301未満 0.6

基 準 値 ５.８～８.６ １０以下 ２０以下 ９０以下 １２０以下
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12月11日（水）

　優良運転手のみが受講できる講習会で、ご自
宅に「運転免許証更新連絡書」が届きますので、
砂川警察署等で更新の手続き（申請等）を済ませ、
「優良講習」対象者に該当するかどうか確認の上、
受講してください。
　更新手続きは、誕生日の前後合わせて２ヶ月
間の間に行ってください。

と　き　２月２０日（木）午後６時から
ところ　奈井江町文化ホール（ＪＲ奈井江駅前）

○故人の生前のお礼として
・水　野　良　子　　　　　　浦臼第３
（故　水　野　国　雄さん） ５万円

・水　口　信　雄　　　　　　札幌市
（故　水　口　トキエさん） ５万円

おくやみ申し上げます
　　　　　　　　　　　　　　　12月８日土　橋　慧　次さん　　75歳　　　　　　　　　　　　　　　浦臼第６
　　　　　　　　　　　　　　　12月17日水　野　国　雄さん　　74歳　　　　　　　　　　　　　　　浦臼第３

ご厚志ありがとうございます
社会福祉協議会へ

　男　　 860人（－２人）
　女　　 925人（－１人）
　計　　1,785人（－３人）
世帯数 856戸（＋１戸）

（　）内は前月との比　■12月末現在
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